
ワクチンを
接種した後に
妊娠!

風疹ウイルスによる感染症です。
感染経路は飛沫および接触感染です。
風疹が流行し、妊婦が感染すると、
先天性風疹症候群の赤ちゃんが増えることが
報告されています。
風疹で最も問題になるのは、風疹そのものよりも、
それに伴う先天性風疹症候群です。
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発熱、発疹、耳や首の後ろのリンパ節の腫れが特徴的
といわれますが、症状はそろわないこともあり診断は難しく、
また20～50％はかかっていても症状が出ません(不顕性感染)。
妊娠初期に感染すると流産や先天性風疹症候群の赤ちゃんが出生することがあります。 

□ 1996年以前に生まれた男性（22歳以上）
□ 1996年～1979年生まれの女性（22歳～39歳）
□ 海外渡航予定の方（アフリカやアジアなど）

妊娠 20 週以内の妊娠初期から中期に妊婦さんが
感染すると、胎児の難聴、心臓の病気、白内障など
生まれ持った様々な障害を引き起こすことがあり、
これを先天性風疹症候群（ＣＲＳ）といいます。
妊娠 4～ 6 週での感染は CRS 発症率 50％以上とも
言われており、特に難聴は CRS の 90％に合併し、
白内障など目の病気は 45％に合併すると言われています。
2012～2013 年に風疹が流行したときは、
約 16700 人が風疹と診断され(9 割が成人)
45 例の CRS が報告されました。 

先天性風疹症候群を防ぐためには十分な風疹抗体価
（HI 法で男性は 16 倍以上、女性は 32倍以上）が必要です。 
ただし妊婦には生ワクチンである麻疹風疹混合(MR)ワクチンは接種できず、
接種後2ヶ月は避妊が必要です。
そのため妊娠可能な年齢の女性は積極的にワクチン接種が必要です。
ただし、ワクチンを接種した後に妊娠がわかったり避妊に失敗しても
ワクチンの結果先天性風疹症候群になったという報告はなく、
妊娠中絶を考慮する必要はありません。 

風疹の流行を抑えるためには、日本全体で風疹抗体保有率を 90％以上にしなくてはいけません。
現在風疹の流行の中心は成人男性であることがわかっています。 
女性の感染経路で最も多いのが夫（44％）、次いで職場です。
30～50 代の男性がしっかりとワクチンを接種し、
女性への感染を防ぐことが必要です。
なかなか休みが取れない年代ですので、
企業でまとめて啓発ができれば理想的です。  
冬は風疹ウイルスの活動性が低下すると言われており、
冬のうちにしっかりとワクチン接種を行うことで
来年以降への流行を断ち切ることが大切です。

※年齢は2018年10月現在

どんな症状？

先天性風疹症候群（CRS）

かかるリスクの高い人は？

予防接種

特別な治療はなく、発熱や関節痛に対する解熱鎮痛剤など
対症療法を行います。

治療法

潜伏期間は 2～3 週間です。
発疹の出る 1 週間前から 1 週間後まで
周りに感染を広げる可能性があります。
1 人の患者が周りにうつす人数（基本再生産数）は 6～7人
で、麻疹や百日咳（いずれも12～18人）ほどではないですが、
インフルエンザ（2～3 人）より高いです。 
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ワクチン接種できない方

特に
28歳～50代
の男性
がリスクが高い

男性
未接種接種率が

やや低いため
リスクあり 女性

集団接種

自
然
免
疫

あ
り
多
数

1
9
9
6
年

生（
22
歳
）

1
9
9
0
年

生（
28
歳
）

接種率が
低いため
リスクあり

1
9
7
9
年

生（
39
歳
）

1
9
6
2
年

生（
56
歳
）

1995年以降
生まれは
接種率が高い

□ 免疫不全などの病気の方
□ 1 歳未満の乳児
□ 妊娠中の方

これらの方は、
 流行がある場合には
人ごみを避けて
ください。

妊婦の同居家族へのMRワクチン接種、
分娩後早期のワクチン接種が勧められています。
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